




 

夢夢ががああふふれれるるままちち大大津津のの実実現現にに向向けけてて 

 

令和 7 年度から令和 10 年度までを計画期間とする大津市総合計画第 3 期実行計画を 

策定しました。 

人口減少や地域コミュニティの希薄化の進展、自然災害の頻発化など本市を取り巻く 

課題は、今後より一層深刻さを増すと予測され、これまで以上に危機感を持ち、未来への 

種まきを意識した取組を重ねていく必要があります。 

こうした視点に立って、第 2 期実行計画で重点的に実施してきた妊娠、出産、子育て期  

までの切れ目のない支援や教育環境の充実といった事業についても、その効果を最大化 

するため、継続的、発展的に取り組むとともに、歯止めがきかない出生数の減少やいわゆる

団塊の世代が全て 75 歳以上となることなどを踏まえて重点プロジェクトに位置付けた

「就学前教育・保育の魅力向上プロジェクト」や「認知症施策推進プロジェクト」、それに地域

防災力の向上を図るための「市役所庁舎整備プロジェクト」に力点を置いて、市政運営に 

あたってまいります。 

さらには、同じく重点プロジェクトとした「坂本城跡を生かした歴史まちづくり 

プロジェクト」を始め、市内の各地域における豊かな歴史文化遺産を活用してシビック 

プライドを醸成し、にぎわいと活力あるまちづくりを推進したいと考えております。 

また、第 3 期実行計画に大津市まち・ひと・しごと創生総合戦略を発展的に統合し、ＤＸ 

推進の観点から中小企業・小規模事業者支援やデジタル行政サービスの充実などにも 

取り組んでまいります。 

これからも、大津のまちの魅力を磨き上げ、子どもからお年寄りまで全ての人が安心して

年を重ね、生き生きと活躍できる「夢があふれるまち大津」の実現に向けて全力を尽くして

まいりますので、市民や事業者の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し 

上げます。 

令和 7 年 3 月 

 

大津市長   
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（１）総合計画策定の趣旨 

大津市総合計画は、本市行政を総合的かつ計画的に推進していくための、全ての行政分野にわたる 

全体的かつ長期的で、最も上位に位置付けられる計画です。行政各分野の計画は、総合計画の考え方に 

基づいて策定します。 

総合計画の基本構想は地方自治法の定めにより策定するものでしたが、平成 23 年 8 月の地方 

自治法の一部改正により策定義務が廃止され、基本構想の策定は市町村の判断に委ねられました。 

本市では、少子高齢化や人口減少社会、厳しい社会経済情勢の中、多様化する市民のニーズに 

こたえるために、本市が進むべき方向を定め、市民の皆様と共有する将来像（ビジョン）を設定し、計画的 

に事業を推進することが必要と考え、平成 29 年度を始期とする総合計画基本構想、及びその第 1 期 

実行計画、令和 3 年度を始期とする第 2 期実行計画を策定してきました。 

今後のまちづくりにおいて目指す姿である将来都市像と、その実現のための方針や政策等を定めた 

長期的な構想で、計画期間は平成 29 年度から令和 10 年度までの 12 年間と定めています。 

 

基本構想に掲げられた将来都市像等を実現するために、基本構想の計画期間を 4 年ごと、3 期に 

分割し、各期間で取り組む具体的施策等を示したものです。実行計画は、基本構想を実現するために 

必要な施策や視点を体系づけた「基本計画部分」と、さらにそれを具体的な事業として、主な取組を 

示した「実施計画部分」で構成しています。 

第 2 期実行計画が令和 6 年度に終了することから、これまでの成果や課題、その間の社会経済環境 

の変化を踏まえたうえで、第 3 期実行計画を策定します。 

（２）総合計画の構成と期間 

計画は、「基本構想」と「実行計画」で構成しています。 

「実行計画」  

「基本構想」  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本構想 

H29～R10  

2017～2028  

（12 年間） 

第 1 期実行計画 

H29～R2 

2017～2020 

（4 年間） 

第 2 期実行計画 

R3～R６ 

2021～2024 

（4 年間） 

第 3 期実行計画 

R７～R10 

2025～202８ 

（4 年間） 

基本構想 

将来都市像とその実現のための方針や政策、姿勢 

基本計画部分 

施策の動向と課題、施策目標、取組の方向性 

実施計画部分 

施策の指標、主な取組 

実行計画 

大津市総合計画の構成 

大津市総合計画の計画期間 
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（１）人口の動向 

人口の将来推計 

取組の成果が表れた場合の将来展望 

本市の総人口は横ばい傾向にあるものの、人口の将来推計では、全国的に、減少していくことが 

見込まれています。今後は、より一層少子高齢化が進むことが想定されており、人口減少に歯止めを 

かけ、持続可能＊な活力あるまちづくりを進めていきます。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
実質赤字比率 

連結実質 

赤字比率 
実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率 

大津市 発生しない 発生しない -0.5%  発生しない 発生しない 

早期健全化基準 

（イエローカード） 
11.25% 16.25% 25.0% 350.0% 20.0% 

財政再生基準 

（レッドカード） 
20.00% 30.00％ 35.0％ ― ― 

 

（２）財政の状況 

本市の財政状況は、令和 4 年度の地方公共団体の財政状況を示す指標において、財政力指数＊は 

0.791、経常収支比率＊は 90.9%であり、これらは中核市の平均値を上回るとともに、財政健全化法に 

基づく健全化判断比率＊においても、全ての指標において早期健全化基準を上回っていることから、 

健全な状態であると評価できます。 

一方で、中長期的な視点で捉えると、不安定な世界情勢や物価の上昇、災害の激甚化といった 

不確実性の高まりに加え、学校施設等の公共施設の老朽化に対する適切な対応、人口構成の変化に 

伴う税収の減少見込みや右肩上がりの扶助費等、将来的な財政需要は増加を続ける可能性が高いこと 

から、厳しい財政運営が見込まれます。 

財政指標の推移（中核市平均との比較） 

財政健全化法による健全化判断比率の状況（令和 4 年度） 

出典：総務省「地方公共団体の主要財政指標一覧」 

※中核市平均は、中核市市長会「都市要覧」より作成 
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総合計画と総合戦略の関係 

第２期大津市まち・ひと・ 

しごと創生総合戦略 

R2～R6 

2020～2024   

人口ビジョン編 
（市の人口動向、人口の将来

推計、人口目標等） 

施策編 
（基本目標、主な施策等） 

大津市総合計画  

第２期実行計画 

R3～R6 

2021～2024 

人口ビジョン 
（市の人口動向、人口の将来

推計、将来展望等） 
※実行計画の資料編に掲載 

大津市総合計画 

第３期実行計画 

R７～R10 

2025～2028 

改定 

一体化 

一体化 

本市では、まち・ひと・しごと創生法に基づき、令和 2 年に、人口減少対策、地方創生の取組を位置 

付けた「第 2 期大津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

国においては、令和 4 年 12 月に、「第 2 期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜本的に改訂され、 

令和 5 年度から令和 9 年度までの 5 年間を計画期間とする「デジタル田園都市国家構想総合戦略＊」 

を策定されました。 

この国の総合戦略では、これまでの取組に新たにデジタルの視点を加え、人口減少等、地域が抱える 

社会課題の解決を図るため、地域において、「地方に仕事をつくる」、「人の流れをつくる」、「結婚、出産、 

子育ての希望をかなえる」、「魅力的な地域をつくる」の 4 つの取組を進めていくことが求められて 

います。 

こうした国の総合戦略の考え方を踏まえ、本市においては、今後の人口減少社会に対応し、魅力的な 

まちづくりを実現していく取組をより実効性の高いものとするために、総合戦略を総合計画に 

一体化し、本市の課題を踏まえた取り組むべき 3 つのテーマを設定しています。 

 

 
 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

テーマ 1 

テーマ 2 

テーマ 3 

誰もが安心して生き生きと子育てができるよう、切れ目のない子育て支援を充実するとともに、 

子どもの発達特性に応じた質の高い教育・保育環境を確保します。 

また、子どもが安心して学べる教育環境を整備するとともに、心豊かに生きる力＊を育む教育の 

充実を図ります。 

関連する DX＊の主な取組例 

 市民接点の多様化・高度化 

 情報発信・提供の最適化 

 DX 人材の育成 

 外部デジタル人材の活用 

地域で世代や分野を超えてつながり、互いに支え合える環境づくりを進めます。さらに、人と人との 

つながりや豊かな自然、歴史文化遺産等の本市の魅力をまちづくりや移住＊・定住＊、観光に生かすと 

ともに、企業誘致の促進や農林水産業の振興等により、地域経済の活性化を図ります。 

関連する DX の主な取組例 

 中小企業・小規模事業者の DX 推進支援 

 農林水産業における DX 推進支援 

 オープンデータ＊の推進 

 自治体保有データの利活用 

 産学と連携したデータの利活用 

様々な災害に対する防災、減災＊の取組を進めます。また、誰もが高齢になっても健康を維持 

しながら生きがいを持ち、活躍できる仕組みづくりを進めるとともに、障害のある人や、医療や介護の 

両方を必要とする高齢者等が住み慣れた地域での生活が続けられる環境を整備します。 

関連する DX の主な取組例 

 手続のオンライン化＊の拡充 

 市民の行政参画手法の多様化 

 マイナンバーカードの利活用の促進 

 デジタルデバイド＊の解消 

地域の人と人をつなぎ、にぎわいを創出するまち 

誰もが安心して年を重ね、活躍できるまち 

子育ての希望をかなえ、子どもの豊かな育ちを支えるまち 
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３ 総合計画と総合戦略の統合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画と総合戦略の関係 

第２期大津市まち・ひと・ 

しごと創生総合戦略 

R2～R6 

2020～2024   

人口ビジョン編 
（市の人口動向、人口の将来

推計、人口目標等） 

施策編 
（基本目標、主な施策等） 

大津市総合計画  

第２期実行計画 

R3～R6 

2021～2024 

人口ビジョン 
（市の人口動向、人口の将来

推計、将来展望等） 
※実行計画の資料編に掲載 

大津市総合計画 

第３期実行計画 

R７～R10 

2025～2028 

改定 

一体化 

一体化 

本市では、まち・ひと・しごと創生法に基づき、令和 2 年に、人口減少対策、地方創生の取組を位置 

付けた「第 2 期大津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

国においては、令和 4 年 12 月に、「第 2 期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜本的に改訂され、 

令和 5 年度から令和 9 年度までの 5 年間を計画期間とする「デジタル田園都市国家構想総合戦略＊」 

を策定されました。 

この国の総合戦略では、これまでの取組に新たにデジタルの視点を加え、人口減少等、地域が抱える 

社会課題の解決を図るため、地域において、「地方に仕事をつくる」、「人の流れをつくる」、「結婚、出産、 

子育ての希望をかなえる」、「魅力的な地域をつくる」の 4 つの取組を進めていくことが求められて 

います。 

こうした国の総合戦略の考え方を踏まえ、本市においては、今後の人口減少社会に対応し、魅力的な 

まちづくりを実現していく取組をより実効性の高いものとするために、総合戦略を総合計画に 

一体化し、本市の課題を踏まえた取り組むべき 3 つのテーマを設定しています。 

 

 
 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

テーマ 1 

テーマ 2 

テーマ 3 

誰もが安心して生き生きと子育てができるよう、切れ目のない子育て支援を充実するとともに、 

子どもの発達特性に応じた質の高い教育・保育環境を確保します。 
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 オープンデータ＊の推進 

 自治体保有データの利活用 

 産学と連携したデータの利活用 

様々な災害に対する防災、減災＊の取組を進めます。また、誰もが高齢になっても健康を維持 

しながら生きがいを持ち、活躍できる仕組みづくりを進めるとともに、障害のある人や、医療や介護の 

両方を必要とする高齢者等が住み慣れた地域での生活が続けられる環境を整備します。 

関連する DX の主な取組例 

 手続のオンライン化＊の拡充 

 市民の行政参画手法の多様化 

 マイナンバーカードの利活用の促進 

 デジタルデバイド＊の解消 

地域の人と人をつなぎ、にぎわいを創出するまち 

誰もが安心して年を重ね、活躍できるまち 

子育ての希望をかなえ、子どもの豊かな育ちを支えるまち 
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総合戦略のテーマと施策との関連表                                    ○主に関連するもの 

基本方針 基本政策 施策 

総合戦略テーマ 

テーマ 1 

子 育 て の 希 望

をかなえ、子ど

も の 豊 か な 育

ちを支えるまち 

テーマ 2 

地域の人と人

をつなぎ、に

ぎわいを創出

するまち 

テーマ 3 

誰もが安心し

て年を重ね、

活躍できるま

ち 

１  子どもか

ら高齢者まで

が輝いて、魅

力あふれるま

ちを創ります 

１ 子どもの未来が輝く

まちにします 

1 切れ目のない子育て支援 ○ 
  

2 子どもを守る仕組みの充実 ○ 
  

3 子どもの教育の充実 ○ 
  

２ 心豊かに暮らせる、福

祉が充実したまちに

します 

4 高齢者の福祉・介護の充実と活躍推進 
  

○ 

5 障害者福祉の充実と社会参加の促進 
  

○ 

6 地域福祉の推進と社会保障制度の安定運営 
  

○ 

３ 生き生きと健康に過

ごせるまちにします 

7 生涯にわたる健康づくりの推進 〇 
 

〇 

8 地域医療と保健衛生の確保 
  

○ 

9 生涯学習の推進 
  

○ 

４ つながりを大切にし、

共に支え合うまちに

します 

10 地域コミュニティの維持・活性化 
 

○ 
 

11 人権及び平和意識の高揚と男女共同参画の推進 
 

〇 
 

2  自 然 、 歴

史、文化、ス

ポーツを重視

し、多くの人

が集うまちを

創ります 

５ インバウンド観光で人

が集い、にぎわうま

ちにします 

12 観光・MICE の推進 
 

○ 
 

13 まちの魅力を生かしたにぎわいの創出 
 

○ 
 

14 多文化共生・国際理解の推進 
 

〇 
 

６ 自然豊かな景観を守

り育て、自然と共生す

るまちにします 

15 自然環境の保全 〇 ○ 
 

７ 悠久の歴史と文化を

大切にし、次代に継

承します 

16 歴史文化遺産の保存・活用 ○ ○ 
 

17 古都にふさわしい景観づくり 
 

○ 
 

８ スポーツと文化で、生

き生きと楽しむまち

にします 

18 スポーツの推進 ○ 〇 
 

19 文化・芸術活動の推進 〇 〇 
 

３  安 心 、 快

適に住み続け

ることのでき

る活力のある

まちを創りま

す 

９ 安心、安全に暮らすこ

とのできるまちにし

ます 

20 災害に強いまちづくりの推進 
  

○ 

21 安心して暮らせるまちづくりの推進 
  

○ 

22 ライフラインの確保 
  

○ 

10 コンパクトで質の高

い持続可能なまち

にします 

23 持続可能で活力ある地域形成 
 

○ 
 

24 交通ネットワークの充実 
  

○ 

25 住環境の整備 
  

○ 

11 経済が活性化し、元

気なまちにします 

26 商工業の振興 
 

○ 
 

27 農林水産業の振興 
 

○ 
 

28 就労支援と労働環境の充実 
  

○ 

12 再生可能エネルギー

の活用とごみの適

正処理でクリーンな

まちにします 

29 脱炭素社会の推進 〇 〇 ○ 

30 循環型社会の推進 
  

○ 

13 徹底した行財政改

革を進め、確かな都

市経営を進めます 

31 持続可能な行財政運営 〇 〇 ○ 

32 スマート自治体の推進 ○ ○ ○ 

４ 重点プロジェクト
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総合戦略のテーマと施策との関連表                                    ○主に関連するもの 

基本方針 基本政策 施策 
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3 子どもの教育の充実 ○ 
  

２ 心豊かに暮らせる、福

祉が充実したまちに

します 

4 高齢者の福祉・介護の充実と活躍推進 
  

○ 

5 障害者福祉の充実と社会参加の促進 
  

○ 

6 地域福祉の推進と社会保障制度の安定運営 
  

○ 

３ 生き生きと健康に過

ごせるまちにします 
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10 地域コミュニティの維持・活性化 
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2  自 然 、 歴
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ポーツを重視

し、多くの人

が集うまちを
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５ インバウンド観光で人
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ちにします 

12 観光・MICE の推進 
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13 まちの魅力を生かしたにぎわいの創出 
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６ 自然豊かな景観を守

り育て、自然と共生す

るまちにします 

15 自然環境の保全 〇 ○ 
 

７ 悠久の歴史と文化を

大切にし、次代に継

承します 

16 歴史文化遺産の保存・活用 ○ ○ 
 

17 古都にふさわしい景観づくり 
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８ スポーツと文化で、生

き生きと楽しむまち

にします 

18 スポーツの推進 ○ 〇 
 

19 文化・芸術活動の推進 〇 〇 
 

３  安 心 、 快

適に住み続け

ることのでき

る活力のある
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す 

９ 安心、安全に暮らすこ

とのできるまちにし

ます 

20 災害に強いまちづくりの推進 
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21 安心して暮らせるまちづくりの推進 
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10 コンパクトで質の高

い持続可能なまち

にします 

23 持続可能で活力ある地域形成 
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24 交通ネットワークの充実 
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25 住環境の整備 
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11 経済が活性化し、元

気なまちにします 

26 商工業の振興 
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27 農林水産業の振興 
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28 就労支援と労働環境の充実 
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12 再生可能エネルギー

の活用とごみの適

正処理でクリーンな

まちにします 

29 脱炭素社会の推進 〇 〇 ○ 

30 循環型社会の推進 
  

○ 

13 徹底した行財政改

革を進め、確かな都

市経営を進めます 

31 持続可能な行財政運営 〇 〇 ○ 
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４ 重点プロジェクト
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４ 重点プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 

第 3 期実行計画の計画期間において、市民意識調査結果等をもとに、特に力を入れる取組を 4 つの 

重点プロジェクトとして設定しました。各プロジェクトでは、施策分野が異なる複数の事業を相互に関連 

付けながら、本市が抱える課題の解決につなげていきます。 

重点プロジェクト 1 

共働き世帯の増加などのライフスタイルの変化を背景として、令和 6 年 4 月に本市の待機児童が 

過去最多となるなど、保育ニーズが高まっています。 

これらの保育ニーズに応えるために、就学前教育・保育・療育＊の環境を整備するとともに、支援体制 

を構築していきます。 

施策 1  施策 2  施策 3 

関連する施策 

今後更に充実を図る取組 

1 子どもの学びや成長に適した就学前教育・保育の環境の整備 

 子どもの学びや成長を促すために複数クラスを確保できるよう、市立幼稚園の再編と認定 

こども園化の検討を進めます。 

 高まる保育ニーズに応えるとともに、質の高い保育を提供するため、保育人材の確保に向けた 

取組を進めます。 

 地域の特性を生かした教育・保育の実践とともに、小学校へのスムーズなつなぎを実現するため

の取組を進めます。 

 

２ 一人一人の子どもに寄り添った発達支援＊体制の整備 

 乳幼児健診における障害の早期発見・早期支援のほか、保護者が子どもに適した支援体制を 

選択できるように療育・保育の環境の整備を行います。 

 保護者が相談しやすい体制を整えるとともに、学齢期にも切れ目のない支援ができるように、 

組織体制の見直しを図ります。 

 

３ 困難な状況にある子どもや保護者への早期支援 

 支援を要する世帯を早期に把握し、時機を逃さない支援を行うため、妊娠期から子育てまでの 

伴走型の支援（母子保健）と、困難な状況の子どもや保護者への支援（児童福祉）を一体的に行う 

体制を整備します。 

 

就学前教育・保育の魅力向上プロジェクト 

 
 

 

 
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

重点プロジェクト 2 

関連する施策 

施策 5  施策 20  施策 29  施策 31  施策 32 

現在の市庁舎の本館及び別館は、耐震性能が不足しているため、大規模な地震等の災害により、 

大きな被害が発生するおそれがあることから、皇子山総合運動公園の一部に新たな庁舎を整備する 

こととしています。 

整備の基本方針 

庁舎整備イメージの一例

 

 現庁舎の移転先として新たな庁舎を整備するエリア 

 災害時に機能する防災拠点としての庁舎を目指し、指定緊急避難場所や緊急消防援助隊の 

受け入れ場所としての役割を持つ皇子山総合運動公園と一体的に活用することにより、 

地域防災力＊の更なる向上を図ります。 

 市民が親しみやすく利用しやすい庁舎を目指します。 

 支所と連携した行政サービスネットワークの拠点としての庁舎を目指します。 

 環境に配慮した自然にやさしい庁舎を目指します。 

市役所庁舎整備プロジェクト 
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４ 重点プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 

第 3 期実行計画の計画期間において、市民意識調査結果等をもとに、特に力を入れる取組を 4 つの 

重点プロジェクトとして設定しました。各プロジェクトでは、施策分野が異なる複数の事業を相互に関連 

付けながら、本市が抱える課題の解決につなげていきます。 

重点プロジェクト 1 

共働き世帯の増加などのライフスタイルの変化を背景として、令和 6 年 4 月に本市の待機児童が 

過去最多となるなど、保育ニーズが高まっています。 

これらの保育ニーズに応えるために、就学前教育・保育・療育＊の環境を整備するとともに、支援体制 

を構築していきます。 

施策 1  施策 2  施策 3 

関連する施策 

今後更に充実を図る取組 

1 子どもの学びや成長に適した就学前教育・保育の環境の整備 

 子どもの学びや成長を促すために複数クラスを確保できるよう、市立幼稚園の再編と認定 

こども園化の検討を進めます。 

 高まる保育ニーズに応えるとともに、質の高い保育を提供するため、保育人材の確保に向けた 

取組を進めます。 

 地域の特性を生かした教育・保育の実践とともに、小学校へのスムーズなつなぎを実現するため

の取組を進めます。 

 

２ 一人一人の子どもに寄り添った発達支援＊体制の整備 

 乳幼児健診における障害の早期発見・早期支援のほか、保護者が子どもに適した支援体制を 

選択できるように療育・保育の環境の整備を行います。 

 保護者が相談しやすい体制を整えるとともに、学齢期にも切れ目のない支援ができるように、 

組織体制の見直しを図ります。 

 

３ 困難な状況にある子どもや保護者への早期支援 

 支援を要する世帯を早期に把握し、時機を逃さない支援を行うため、妊娠期から子育てまでの 

伴走型の支援（母子保健）と、困難な状況の子どもや保護者への支援（児童福祉）を一体的に行う 

体制を整備します。 

 

就学前教育・保育の魅力向上プロジェクト 

 
 

 

 
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

重点プロジェクト 2 

関連する施策 

施策 5  施策 20  施策 29  施策 31  施策 32 

現在の市庁舎の本館及び別館は、耐震性能が不足しているため、大規模な地震等の災害により、 

大きな被害が発生するおそれがあることから、皇子山総合運動公園の一部に新たな庁舎を整備する 

こととしています。 

整備の基本方針 

庁舎整備イメージの一例

 

 現庁舎の移転先として新たな庁舎を整備するエリア 

 災害時に機能する防災拠点としての庁舎を目指し、指定緊急避難場所や緊急消防援助隊の 

受け入れ場所としての役割を持つ皇子山総合運動公園と一体的に活用することにより、 

地域防災力＊の更なる向上を図ります。 

 市民が親しみやすく利用しやすい庁舎を目指します。 

 支所と連携した行政サービスネットワークの拠点としての庁舎を目指します。 

 環境に配慮した自然にやさしい庁舎を目指します。 

市役所庁舎整備プロジェクト 
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重点プロジェクト 3 

令和 5 年度に行った発掘調査により、幻の城とされてきた坂本城の遺構と考えられる石垣と堀が 

発見され、文化財としての価値が極めて高いと思われる坂本城に注目が集まっています。 

今回の発見により高まった坂本城跡への関心を、本市が有する数多くの文化財への関心にも広げ、 

歴史文化遺産をこれまで以上に活用し、地域が誇れる歴史まちづくりにつなげることが求められて 

います。 

 

坂本城とは 

 1571 年、比叡山焼き討ちを行った織田信長が明智光秀に、滋賀郡の支配の拠点として、築城を 

命じたとされています。 

 絵図等が残っていないため、幻の城とされてきました。 

 昭和 54 年の発掘調査で、16 世紀後半の礎石建物や井戸、多量の瓦が見つかりましたが、その後 

の発掘調査では、遺構は発見されませんでした。 

堀底からみた石垣 

関連する施策 

これからの取組 

 貴重な歴史的遺構を後世に引き継ぐため、坂本城跡の国による史跡指定に向けて、県と連携 

しながら調査等を進めます。 

 本市の歴史文化遺産を教育や生涯学習に活用し、シビックプライド＊の醸成を図ることで、 

まちづくりに生かします。 

 坂本城跡を始めとする地域が持つ価値ある資源を広く発信し、観光誘客につなげます。 

施策 3  施策 9  施策 12  施策 16 

坂本城跡を生かした歴史まちづくりプロジェクト 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

 

重点プロジェクト 4 

施策 4  施策 6  施策 7   

関連する施策 

急速な高齢化に伴って、認知症の人が増えており、高齢者の 5 人に 1 人が認知症の人又はその 

予備群と言われているなど、認知症は多くの人にとって身近なものとなってきています。           

令和 6 年 1 月には「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が施行され、共生社会の実現に 

向けて、認知症の人や家族等の参画とともに多様な主体が連携し、立案、実施していくことが求められて 

います。本市においても、国の動向を踏まえ、認知症の人や家族が住み慣れた地域で安心して生活 

できるよう以下の取組の充実を図ります。 

認知症＊施策推進プロジェクト 

今後更に充実を図る取組 

１ 介護予防＊と一体化した認知症の初期支援 

 介護予防施策（通いの場等）と連携して、認知症の簡易チェックとその結果に応じた初期支援を 

実施するための支援モデルを確立します。 

 早期発見・早期介入に向けて、認知症疾患医療センター、かかりつけ医、あんしん長寿相談所＊ 

等、関係機関における連携協力体制を整備します。 

 

２ 幅広い啓発活動の実施 

 企業・職域における認知症サポーター＊の養成を促進し、認知症の人と関わる機会が多い職場 

での認知症に関する理解を深めます。 

 子ども、学生向けの認知症サポーター養成講座を実施するなど、若い世代への認知症に関する 

啓発及び知識の普及を強化します。 

 オレンジリングフォーラム＊等の啓発事業を多くの集客が見込める場所で開催し、市民に認知症 

に関する理解が広がるよう取り組みます。 

 

３ 社会参加の機会の確保 

 認知症の人の居場所づくりを進めるため、認知症カフェを拡充し、全ての日常生活圏域への 

設置を図ります。 

 若年性認知症カフェの拡充を図るとともに、若年性認知症コーディネーターや関係機関と連携し 

雇用継続等の支援を行います。 

 当事者の声が広く発信できるよう、会議やイベント等に認知症の人や家族の参画を促進します。 
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重点プロジェクト 3 

令和 5 年度に行った発掘調査により、幻の城とされてきた坂本城の遺構と考えられる石垣と堀が 

発見され、文化財としての価値が極めて高いと思われる坂本城に注目が集まっています。 

今回の発見により高まった坂本城跡への関心を、本市が有する数多くの文化財への関心にも広げ、 

歴史文化遺産をこれまで以上に活用し、地域が誇れる歴史まちづくりにつなげることが求められて 

います。 

 

坂本城とは 

 1571 年、比叡山焼き討ちを行った織田信長が明智光秀に、滋賀郡の支配の拠点として、築城を 

命じたとされています。 

 絵図等が残っていないため、幻の城とされてきました。 

 昭和 54 年の発掘調査で、16 世紀後半の礎石建物や井戸、多量の瓦が見つかりましたが、その後 

の発掘調査では、遺構は発見されませんでした。 

堀底からみた石垣 

関連する施策 

これからの取組 

 貴重な歴史的遺構を後世に引き継ぐため、坂本城跡の国による史跡指定に向けて、県と連携 

しながら調査等を進めます。 

 本市の歴史文化遺産を教育や生涯学習に活用し、シビックプライド＊の醸成を図ることで、 

まちづくりに生かします。 

 坂本城跡を始めとする地域が持つ価値ある資源を広く発信し、観光誘客につなげます。 

施策 3  施策 9  施策 12  施策 16 

坂本城跡を生かした歴史まちづくりプロジェクト 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

 

重点プロジェクト 4 

施策 4  施策 6  施策 7   

関連する施策 

急速な高齢化に伴って、認知症の人が増えており、高齢者の 5 人に 1 人が認知症の人又はその 

予備群と言われているなど、認知症は多くの人にとって身近なものとなってきています。           

令和 6 年 1 月には「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が施行され、共生社会の実現に 

向けて、認知症の人や家族等の参画とともに多様な主体が連携し、立案、実施していくことが求められて 

います。本市においても、国の動向を踏まえ、認知症の人や家族が住み慣れた地域で安心して生活 

できるよう以下の取組の充実を図ります。 

認知症＊施策推進プロジェクト 

今後更に充実を図る取組 

１ 介護予防＊と一体化した認知症の初期支援 

 介護予防施策（通いの場等）と連携して、認知症の簡易チェックとその結果に応じた初期支援を 

実施するための支援モデルを確立します。 

 早期発見・早期介入に向けて、認知症疾患医療センター、かかりつけ医、あんしん長寿相談所＊ 

等、関係機関における連携協力体制を整備します。 

 

２ 幅広い啓発活動の実施 

 企業・職域における認知症サポーター＊の養成を促進し、認知症の人と関わる機会が多い職場 

での認知症に関する理解を深めます。 

 子ども、学生向けの認知症サポーター養成講座を実施するなど、若い世代への認知症に関する 

啓発及び知識の普及を強化します。 

 オレンジリングフォーラム＊等の啓発事業を多くの集客が見込める場所で開催し、市民に認知症 

に関する理解が広がるよう取り組みます。 

 

３ 社会参加の機会の確保 

 認知症の人の居場所づくりを進めるため、認知症カフェを拡充し、全ての日常生活圏域への 

設置を図ります。 

 若年性認知症カフェの拡充を図るとともに、若年性認知症コーディネーターや関係機関と連携し 

雇用継続等の支援を行います。 

 当事者の声が広く発信できるよう、会議やイベント等に認知症の人や家族の参画を促進します。 
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５ SDGｓ・ＧＸの推進
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５ SDGｓ・ＧＸの推進
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５ SDGｓ・GX の推進 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ 

 

飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可能な 

農業を推進する 

 

あらゆる年齢のすべての人の健康的な生活を確保し、福祉を推進する 

 

すべての人に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する 

 

ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る 

 

すべての人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する 

 

すべての人に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保する 

 

すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用および 

ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）を推進する 

 

強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、技術革新の拡大を

図る 

 

国内および国家間の格差を是正する 

（１） SDGｓ＊の推進 

SDGｓの 17 の目標 

SDGｓとは、平成 27 年 9 月に国連サミットにおいて採択された、社会・経済・環境面における「持続 

可能な開発」を目指す国際社会共通の目標です。持続可能な世界を実現するための 17 の目標、169 の 

ターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを掲げています。  

日本国政府においても、平成 28 年 12 月に「実施指針」を決定し、SDGｓの推進に取り組むことを 

示しています。 

大津市では平成 29 年 4 月に SDGｓへの取組を表明しており、総合計画の施策と SDGｓの目標を 

関連付けて推進します。 

 
 

 

都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする 

 

持続可能な消費と生産のパターンを確保する 

 

気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る 

 

海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する 

 

陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への

対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る 

 

持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべての人に司法へのアクセスを 

提供するとともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する 

 

持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GX とは、化石燃料に頼らず、太陽光等、自然環境に負荷の少ないエネルギーの活用を進めることで、 

二酸化炭素の排出量を減らし、産業・社会構造をクリーンエネルギー中心の構造に転換していく取組 

です。 

気候変動問題への対応として、脱炭素社会＊を実現することは、世界共通の重要課題であり、 

日本国政府は令和 2 年に「2050 年カーボンニュートラル＊の実現」を公表しています。 

本市においても、令和 4 年 3 月に「ゼロカーボンシティ」を宣言し、再生可能エネルギー＊の活用や 

公共施設の省エネルギー対策の推進等、市役所が率先した取組を行うとともに、あらゆる分野で、 

市民、事業者＊と連携し、GX の推進を図ります。 

 

＊ゼロカーボンシティとは 

2050 年に二酸化炭素を実質ゼロにすることを目指す旨を首長自らが又は地方自治体として 

公表した地方自治体を指します。 

（２） GX＊（グリーントランスフォーメーション）の推進 
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５ SDGｓ・GX の推進 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ 

 

飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可能な 

農業を推進する 

 

あらゆる年齢のすべての人の健康的な生活を確保し、福祉を推進する 

 

すべての人に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する 

 

ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る 

 

すべての人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する 

 

すべての人に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保する 

 

すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用および 

ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）を推進する 

 

強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、技術革新の拡大を

図る 

 

国内および国家間の格差を是正する 

（１） SDGｓ＊の推進 

SDGｓの 17 の目標 

SDGｓとは、平成 27 年 9 月に国連サミットにおいて採択された、社会・経済・環境面における「持続 

可能な開発」を目指す国際社会共通の目標です。持続可能な世界を実現するための 17 の目標、169 の 
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都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする 

 

持続可能な消費と生産のパターンを確保する 

 

気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る 

 

海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する 

 

陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への

対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る 

 

持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべての人に司法へのアクセスを 

提供するとともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する 

 

持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する 
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本市においても、令和 4 年 3 月に「ゼロカーボンシティ」を宣言し、再生可能エネルギー＊の活用や 

公共施設の省エネルギー対策の推進等、市役所が率先した取組を行うとともに、あらゆる分野で、 

市民、事業者＊と連携し、GX の推進を図ります。 
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2050 年に二酸化炭素を実質ゼロにすることを目指す旨を首長自らが又は地方自治体として 

公表した地方自治体を指します。 
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６ 施策 

商工業の振興

農林水産業の振興

就労支援と労働環境の充実

持続可能で活力ある地域形成

交通ネットワークの充実

住環境の整備

災害に強いまちづくりの推進

安心して暮らせるまちづくりの推進

ライフラインの確保

切れ目のない子育て支援

子どもを守る仕組みの充実

子どもの教育の充実

高齢者の福祉 ・介護の充実と活躍推進

障害者福祉の充実と社会参加の促進

地域福祉の推進と社会保障制度の安定運営

生涯にわたる健康づくりの推進

地域医療と保健衛生の確保

生涯学習の推進

施策

「夢
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」
の
実
現

持続可能な行財政運営

歴史文化遺産の保存 ・活用

古都にふさわしい景観づくり

スポーツの推進

文化 ・芸術活動の推進

地域コミュニティの維持 ・活性化

人権及び平和意識の高揚と男女共同参画の推進

観光 ・MICEの推進

まちの魅力を生かしたにぎわいの創出

多文化共生 ・国際理解の推進

自然環境の保全
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のテーマ※１
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スマート自治体の推進

脱炭素社会の推進

循環型社会の推進
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心豊かに暮らせる、 福祉が充実したまちにします

つながりを大切にし、 共に支え合うまちにします

インバウンド観光で人が集い、 にぎわうまちにします

自然豊かな景観を守り育て、 自然と共生するまちにします

悠久の歴史と文化を大切にし、 次代に継承します

スポーツと文化で、 生き生きと楽しむまちにします

安心、 安全に暮らすことのできるまちにします

コンパクトで質の高い持続可能なまちにします

経済が活性化し、 元気なまちにします

再生可能エネルギーの活用とごみの適正処理でクリーンなまちにします

生き生きと健康に過ごせるまちにします

徹底した行財政改革を進め、 確かな都市経営を進めます

基本方針 基本政策

子どもから高齢者までが

輝いて、 魅力あふれる

まちを創ります

自然、 歴史、 文化、

スポーツを重視し、

多くの人が集うまちを

創ります

安心、 快適に住み続ける

ことのできる活力のある

まちを創ります

子どもの未来が輝くまちにします
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施策 

基本政策を実現
するため、具体
的に取り組む施
策です。 

動向と課題 

この施策に関わ
る一般的又は大
津市における動
向と課題を整理
しています。 

施策目標 

この施策を実行
することで実現
を目指す目標で
す。 

取組の方向性 

施策目標を実現
するために、特
に力を入れるこ
とが必要、又は、
効果的であると
思われる取組の
進め方や在り方
です。 

 
 

 
 
 

  

 

関連する取組又は事業 

取組の方向性に基づき推
進する主な取組や具体的
な事業を示したもので
す。 

指標 

施策の成果や効
果を客観的に把
握するための具
体的な指標と目
標値です。 
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（１）進捗の管理 

計画の推進にあたっては、施策ごとに指標を設定し、その目標達成を目指すことにより、計画の進捗 

を把握します。 

（２）見直し 

施策の目標を実現するために実施する主な取組は、硬直的に捉えることなく、必要に応じて柔軟に 

対応し計画の推進を目指します。 
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